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こ
の
条
例
は
、
正
式
名
称
を
「
高
知
市

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
と
い
い
ま
す
。
市
民
や

行
政
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
市
民
の

自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
え
て
い

く
た
め
の
仕
組
み
作
り
の
基
本
と
し
て
平

成
15
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
を
よ
く
し

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
ま
ち
づ
く
り
の

原
動
力
で
す
。
で
も
、
何
も
か
も
自
分
一

人
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や

れ
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
か
ら
始
め
て
、

で
き
な
か
っ
た
ら
隣
の
人
に
手
伝
っ
て
も

ら
う
。
ま
た
、
ほ
か
の
人
の
活
動
で
、
自

分
の
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
手
伝
い

を
す
る
。
そ
ん
な
こ
と
が
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
場
の
提
供
、
資
金
面

で
の
お
手
伝
い
な
ど
で
す
。

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
市
民
活
動
を
支
援
す
る
目

的
で
設
立
さ
れ
た
公
共
の
施
設
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
高
知
市
民
会
議
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
相

談
、
情
報
収
集
・
提
供
、
紹
介
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
・
団
体
の
設
立
・
運
営
等
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業

【
広
報
・
啓
発
】
助
成
金
や
イ
ベ
ン
ト
、

市
民
活
動
等
の
情
報
を
掲
載
し
た
広
報
紙

の
発
行

【
人
材
育
成
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
支
援
す
る
た
め

の
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」、
ま
ち
づ
く

り
に
興
味
の
あ
る
方
が
、
ま
ち
づ
く
り
の

手
法
や
考
え
方
を
学
ぶ
「
ま
ち
づ
く
り
市

民
連
続
講
座
」
の
開
催

【
調
査
・
研
究
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
や
活
動

の
課
題
解
決
を
探
り
、
団
体
間
の
交
流
を

深
め
る
た
め
の
「
こ
う
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
や
、
市
民
一
人
一
人
が
身
近
な
防

災
に
つ
い
て
考
え
る
「
市
民
が
つ
く
る
防

災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
等
、
調
査
・
研
究
活
動

の
実
施

【
交
流
事
業
】
市
民
が
気
軽
に
話
し
合
う

場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
自
由
な
雰
囲
気
の

中
で
話
し
合
う
「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を
毎
月
実
施

【
会
議
室
・
機
器
等
の
貸
し
出
し
】
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
公
益
性
の
あ
る
市
民
活

動
を
す
る
団
体
を
対
象
と
し
た
、
会
議
室
、

印
刷
機
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
パ
ソ
コ
ン

等
各
種
備
品
の
貸
し
出
し
（
利
用
料
金
等

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

▼
住
所
・
連
絡
先

〒
７
８
０
‐
０
８
６
２
　
鷹
匠
町
２
‐
１

‐
43

た
か
じ
ょ
う
庁
舎
２
階

�
８
２
０
‐
１
５
４
０
、
フ
ァ
ク
ス
８
２

０
‐
１
６
６
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
お
金
が
か
か

り
ま
す
。
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
目
的
で

な
い
市
民
活
動
に
と
っ
て
、
資
金
集
め
は

切
実
な
問
題
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン

ド
は
、
そ
ん
な
活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
、

市
お
よ
び
�
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
が

信
託
し
た
原
資
を
元
に
、
四
国
銀
行
が
運

営
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
で
は
、
公
開
審

査
会
の
場
で
助
成
先
の
審
査
・
選
考
を
行

う
と
と
も
に
、
活
動
に
対
す
る
助
言
や
団

体
間
の
交
流
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

中
間
発
表
会
や
最
終
発
表
会
に
お
い
て
、

助
成
団
体
の
活
動
の
状
況
・
成
果
等
の
発

表
や
参
加
者
の
交
流
を
行
い
、
市
民
の
ま
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「
ま
ち
づ
く
り
」
と
聞
い
て
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

面
倒
？
　
難
し
そ
う
？

堅
苦
し
く
考
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

自
分
も
楽
し
ん
で
、
み
ん
な
の
笑
顔
に
つ
な
が

れ
ば
す
て
き
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

特 集

カ
　
フ
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ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
や
拡
大
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
現
在
、
次
の
コ
ー
ス
の
応
募

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
応
募
の
締
め
切

り
は
、
い
ず
れ
も
６
月
20
日
�
で
す
。
応

募
資
格
、
審
査
方
法
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
の
事
前
相
談
・
応
募
受
け
付
け
先
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
「
ま
ち
づ
く
り
は
じ
め
の
一
歩
」
コ
ー

ス【
助
成
金
額
】
定
額
５
万
円
（
事
業
費
総

額
が
５
万
円
未
満
の
場
合
は
全
額
助
成
）

◆
「
ま
ち
づ
く
り
一
歩
前
へ
」
コ
ー
ス

【
助
成
金
額
】
総
事
業
費
の
４
分
の
３
以

内
で
、
上
限
30
万
円

▼
事
前
相
談
・
応
募
受
け
付
け
…
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

�
８
２
０
‐
１
５
４
０

【
受
付
時
間
】
月
〜
金
曜
日
／
10
時
〜
21

時
、
土
曜
日
／
10
時
〜
18
時
（
日
曜
日
、

祝
日
は
休
み
）

◆
「
ま
ち
づ
く
り
大
き
な
一
歩
（
ソ
フ
ト

か
ら
ハ
ー
ド
へ
）」
コ
ー
ス

【
助
成
金
額
】
上
限
３
０
０
万
円
（
助
成

率
１
０
０
％
）

▼
事
前
相
談
・
応
募
受
け
付
け
…
〒
７
８

０
‐
８
６
０
５
　
南
は
り
ま
や
町
１
‐
１

‐
１
　
�
四
国
銀
行
本
店
お
客
さ
ま
サ
ポ

ー
ト
部
　
信
託
担
当

�
８
７
１
‐
２
１
７
８

【
受
付
時
間
】
月
〜
金
曜
日
／
９
時
〜
17

時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

●まちづくりファンド公開審査会

見
守
り
委
員
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ま
ち
で
暮
ら
す
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り

の
主
役
で
す
。
”で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る

時
に
、
無
理
せ
ず
に
“
ま
ち
づ
く
り
に
か

か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。「
忙
し
く
て
ま
ち
づ
く
り
活
動
な

ん
て
時
間
が
と
れ
な
い
」、「
自
分
に
何
が
で

き
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
思
い
や
喜
び
を
共
有
で
き
る
仲
間

と
知
り
合
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
、
主
体
的

に
か
か
わ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
達
成
感
は
、

非
常
に
大
き
い
も
の
で
す
。
仲
間
づ
く
り
・

生
き
が
い
づ
く
り
と
い
う
気
軽
な
気
持
ち

で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
一
歩
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
多
く
の
仲
間
た
ち
が
、
皆
さ

ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。
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この記事についての問い合わせは
まちづくり推進課�823-9080へ

まちづくりファンドは
みんなで支える仕組みです
まちづくりファンドは、高知市の出捐

しゅつえん

金等を、毎年取り崩しながら運営してい
ます。少しでも長くまちづくり活動を応
援できるように、企業や多くの市民の皆
さんの寄付を募っています。
�寄付に関するお問い合わせ先
�四国銀行本店お客さまサポート部

信託担当　�871-2178

まちづくり条例見守り委員会からの報告

近年、さまざまなボランティアや市民活動に
自主的に参加する人が増えています。多様化し
たまちづくりに柔軟に対応するために、市民と
行政のパートナーシップをよりいっそう強めて
いく必要があります。高知市まちづくり条例見
守り委員会では、年間４回程度の委員会を開き、
条例に謳

うた

われている仕組みが適正に機能してい
るかを審議しています。第１期見守り委員会
（平成16～17年度）では「市民活動サポートセ
ンター」｢公益信託高知市まちづくりファンド｣
「コミュニティ計画」について調査・検討し、
改善すべき点などを報告書としてまとめ、市長
に提言しました。昨年度からの第２期見守り委
員会で話し合われている内容をご紹介します。

◆第２期見守り委員会◆
～平成18年４月から13人の委員でスタート～
第1回目 今期のテーマを検討（平成18年４
月開催）審議のテーマを、市民活動への「参加」
と「参加のきっかけづくり」に決定。参加を阻
む要因を分析することになりました。

▼▼
第2回目 参加の動機と阻害要因の洗い出し

（平成18年６月開催）主催者側と参加者の双方
にメリットがあることが、活動を継続していく
上で大切だということに気づきました。

▼▼
第3回目 参加しやすくする工夫や活動を広

げるための工夫を検討（平成18年９月開催）参
加したい人と手伝ってほしい人のマッチング、
また市民活動間のつながりが重要であることに
気づきました。

▼▼
第4回目 活動がより広がるためのコーディ

ネートやしくみについて検討（平成18年11月開
催）情報の発信と受信をつなげるとともに、ま
ちづくりに関する情報提供や相談をしてもらう
場としての市民活動サポートセンターを上手に
利用してもらうことが重要だと気づきました。

今後の予定
これからの検討課題として「市役所全体がパ

ートナーシップのまちづくりを進めているか」

といった視点から話し合っていきます。

特 集

まちづくりに参加しませんか？�

第２期見守り委員会
委員長　神�健史さん


